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QU 1 D) を用いた SQUID NMR装置を開発した。これは 240 k H z -1. 6 M H z の周波数域， 3.5 
--7Kの温度域で動作し，周波数が 500 k H z の時プロトン数が 3 x 10 19個であれば信号検出が可能で
ある。 (4.2 K ，グリセロールのプロトンに対して)
乙の新しい装置と従来の NMRを併用して広い周波数域・温度域でグリセロールのプロトンスピン・
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プロトン)が安定な 2 つの位置の聞を量子力学的トンネ jレ効果で動くというものである。さらに，この
様な原子の感じるポテンシャノレの深さに分布が存在するとすると実験事実をよく説明する乙とが分った口












リセロー Jレのガラスでは1. 07 i:: 0.02 乗に比例している乙とがわかった。乙れはSQUIDで達成できる低
い周波数の高周波磁場まで成立している。乙の乙とは，運動の相関時聞に幅広い分布があることを示し
ている。緩和時間は低温では温度依存性が弱く，みかけの活性化エネ/レギーは僅か 80 J/molで、ある。
乙のような実験結果はガラス状態における分子運動が古典的な活性化過程ではなく，量子論的トンネノレ
効果であるとし， しかもその相関時聞に幅広い分布をもっているとして説明できる乙とを示している。
乙れはガラス状態グリセロールにおいてはヒドロキシル基のプロトンのトンネノレ運動によると考えるの
が妥当である。これがガラス状態において大振幅の分子運動が凍結しでもなお生き残っている運動であ
る乙とがわかるロ
以上のように本論文は高感度のSQUIDを利用したNl\1R'<:よって一般に凍結した状態にあるとされる
ガラス状態においてもトンネル運動が残る乙とを示したもので，理学博士の学位論文として十分な価値
あるものと認めるD
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